
～「天心」の映画化に尽力している城之内景子さん～

北茨城市の風光明媚な五浦の地において日本の近代芸術に大きな功績を残し

た「岡倉天心」の半生を描いた復興支援映画「天心」が、今年 9 月 2日の完

成披露試写会（東京芸術大学奏楽堂にて）を皮切りに、全国公開される運びと 再建された六角堂

なりました。

松村克弥監督の熱き思いを受け止め、縁の下の力持ちとなって支え続けてこられた映画『天心』事

務局長の城之内景子さんから、監督との出会いや映画化へのきっかけ、完成までの思いやエピソード、

映画の見所、今後の予定などをご紹介いただきました。

◆たくさんの人とのつながりがここまで導いてくれた

人との出会いとは不思議なものです。取手市フィルムコミッションの立ち上げに関わっていたご

縁で、4年前に行方市にゆかりのある松村監督と出会い、映画化に向けて協力する気持ちを固めま

した。当初、種は蒔いたがどのように育つのか不安でしたが、一県民として郷土を愛する強い思い

が、まるで水面に落とされた一滴の水滴からどんどん輪が広がっていくかのように、たくさんの人

達に伝わっていったように感じています。茨城大学の天心・六角堂復興プロジェクトや北茨城市の

支援の会の方々など、たくさんの人とのつながりがここまで導いてくれたと感謝の気持ちで一杯で

す。

◆流石、俳優魂です！

昨年の 11 月末にクランクインしました。北

茨城市のご協力でロケセットとして再現された

日本美術院の建物（当時を偲ばせる素晴らしい

出来栄えです。）の中や五浦海岸の断崖絶壁な

どで撮影が行われました。みぞれ混じりの寒さ

で体中が凍えるような日もありましたが、監督

のカチンコの合図で、俳優さんたちはまるで寒

さなどなかったかのように役になりきっている

姿を傍で拝見し、改めて俳優魂に感服いたしま

した。天心役の竹中直人さんの「役を作るので

はなく、そこに存在していることが大切。」と

いう言葉が、今でも脳裏に焼きついています。

また、アンコウ鍋やちゃんこ鍋など支援の会の

温かい差し入れが、俳優さんやスタッフたちの

コーディネーター役の城之内さん(3/7 取手市にて) 身も心も暖めてくれました。

◆茨城県の誇りを国内外に紹介していきたい

この映画の見所は、天心と 4 人の弟子が一体となって、世界に通用する日本の美術を守り高める

姿にあると思います。試写会が 9月 2 日に行われるのは、天心の 100 回忌だからです。茨城県で

先行上映した後全国公開の予定ですが、この映画をご覧になった全国の方々に、本県を知っていた

だく絶好の機会にもなるかと思っています。更に、海外にも紹介していきたいと考えています。日

本の茨城県の県北にある五浦という地で、日本近代美術のさきがけが幕を開いていたという史実を

国内外に伝えられたら本望です。クランクアップの際の達成感や充実感を、松村組の一員として共

有できたことは、何物にも替えられない大きな喜びでした。



★専門的なことを知ることができ、大変勉強になった。

★運動、食事に気を付けようと改めて思った。

おおたしろクリニック副院長である太田代紀子
さんを講師にお迎えし、講義と演習を交え、女性
特有の病気について詳しく教えて頂きました。

働く女性が増える中、自身の体について不安を
感じている方も多くいらっしゃると思います。例
えば、乳ガン等の婦人科系の病気について、年代
ごとの検診方法の違いや、引き起こす原因や予防
法などを具体的にお話し頂きました。触診の仕方
についても具体的な演習で直接ご指導頂き、大変
貴重な体験となりました。

年齢とともに、容姿や体にも変化が現れること
についても、「年齢とともに、自分の変化を受け入
れる」という姿勢が大切だとおしゃっており、先
生の明るく、気さくなお人柄が伺えるとても充実
したセミナーとなりました。

★新しい気づきがあり、今後自分の活動に活かしたい。

★自分自身のことをしみじみと考える良い機会となった。

茨城大学、埼玉県立大学大学院、桜美林大学にて講師と
して教壇に立たれている宮内寿子さんをお迎えし、講義と
グループワークを通して、人との“繋がり”が生み出す幸
福感やそこから波及していく地域活性への事例など、様々
な取り組みを非常に分かりやすくお話し頂きました。

震災から２年、日本人の幸せに対する価値感にも変化を
もたらし、自分さえ良ければよいという考えから、人との
繋がりや出会いを大切にし、見知らぬ人でも助けたいとい
う想いを持っている方が増えているそうです。「他者を思
う気持ちが幸福感を高める要因となる」とお聞きし、改め
て人と関わり、助け合っていく大切さを実感しました。

身近な例として地域のボランティア団体の活躍や、どん
な街にすると良いか参加者で考えるワークショップでは
前向きな意見が飛び交うなど大変盛り上がりました。



茨城県男女共同参画推進員ブロック別研修会を開催しました！

働く女性たちが交流！「働く女性のセミナー～キャリアもライフも

あきらめない！よくばり女子の生き方～」

(株)日立ソリューションズ執行役員

富永 由加里さん

交流の様子

２月２０日（水）１８:３０～つくばのイーアスホールにて「働く女性のセミナ

ー～キャリアもライフもあきらめない！よくばり女子の生き方～」を開催し、働く

女性４８名が参加しました。

セミナーでは株式会社日立ソリューションズ執行役員の富永由加里さんをゲス

トに迎え、富永さんのこれまでのキャリアストーリーや仕事と子育てを両立する秘

訣、仕事に対するポリシーなどをインタビュー形式でうかがいました。「仕事も生

活も１００点を目指さなくていい。５０点でいい。」など、これまで苦労されてき

たからこその重みのある言葉の数々に多くの参加者が共感し、感動していました。

後半はグループごとに交流を行

い、仕事や家庭における日頃の悩み

や考えなどが活発に話し合われまし

た。この日初めて出会った参加者た

ちが、すぐに打ち解け、交流の時間

が足りなくなるほど。会場はとても

エネルギッシュな空気に包まれ、働

く女性同士の新たなネットワークを

つくることができました。

講師 長谷川 幸介先生

活動事例発表

推進員 山本伸子さん
グループワークの様子

グループごとに話し合った内容

茨城県男女共同参画推進員ブロック別研修会を、２月２１日（木）に県西生涯学

習センター、２月２５日（月）に男女共同参画支援室にてそれぞれ開催しました。

地域に密着した普及啓発活動をしていただいている県男女共同参画推進員や市町

村職員など約１００名が参加しました。

今回は『男女共同参画 次世代への伝え方』をテー

マに茨城大学生涯学習教育研究センター准教授の長

谷川幸介先生に講演いただきました。「男女共同参画

は独りでは生きられない人間が、みんなで幸せになる

ための仕組みづくりだということを子どもたちに伝

えてほしい」などのお話がありました。また、推進員

の山本伸子さんから牛久市で中学生を対象に行った

意識調査などの活動事例について発表がありました。

グループワークでは、子ども向けの男女共同参画の

教材にどのような工夫を加え、子どもたちに何を伝え

るべきかを話し合い、グループごとにバラエティに富

んだ興味深いアイデアが発表されました。



茨城県知事公室女性青少年課

女性プラザ男女共同参画支援室

〒310-0011 水戸市三の丸１－７－４１

電話 ０２９－２３３－３９８２

FAX ０２９－２３３－１３３０

図 書 名 著 者 等 名 出 版 社

「少女」と「老女」の聖域 江黒 清美 學藝書林

ジェンダー平等の種を蒔きつづけて 藤枝 澪子 ＮＰＯグループみこし

奥谷京子の夢起業塾－いざというときは女だ 奥谷 京子 日本評論社

「弱者の居場所がない社会」－貧困・格差と社会的包摂 阿部 彩 講談社現代新書

女性のためのマンション選びとお金の本 大石 泉 平凡社

これからも働き続けるあなたへ 太田 彩子 大和書房

キャリアも恋も手に入れる、あなたが輝く働き方 小室 淑恵 ダイヤモンド社

女ぎらい～ ニッポンのミソジニー ～ 上野 千鶴子 紀伊国屋書店

フランス女性の働き方－仕事と人生を楽しむコツ 羽田 詩津子 日本経済新聞出版社

子どもが育つ条件－家族心理学から考える 柏木 恵子 岩波書店

ぜったい離婚！から素敵な夫婦三昧－妻と夫のカウンセリング 金盛 浦子 佼成出版社

「夫婦」はもっと仲良くなれる－離婚の前に考えたいこと、できること 武石 晃一 河出書房新社

離婚の品格 湯川 久子 メディアファクトリー

平成オトコ塾－悩める男子のための全６章 渋谷 知美 筑摩書房

幸せな女の子の育て方－８歳までに知っておきたい 和田 秀樹 学研パブリッシング

楽天力－上手なトシの重ね方 沖藤 典子 清流出版

平等と効率の福祉革命－新しい女性の役割
イエスタ・エスピン・アンデルセン著

大沢 真理監訳 岩波書店

誰からも大切にされる女性の話し方 野口 敏 経済界

できる大人のモノの言い方 大全 話題の達人倶楽部 青春出版社

３．１１東日本大震災巨震激流 三陸新聞社 平凡社

岩田書院図書目録 岩田書院 平凡社

婦人之友（昭和３９年１０月～昭和５２年６月まで） 婦人之友社 婦人之友社

おしゃべりサロンとは、家族、子育て、人づきあ

い、仕事などについて、日頃感じていることや悩み

事などを参加者同士で一緒に話し合う交流、情報交

換の場のことです。

どなたでも参加することができ、テーマや進め方

は全く自由です。金曜日の昼間のひとときをくつろ

ぎながら、互いに思いを語り合うことで、悩みの解

消やチャレンジのためのヒントを得るきっかけの

場になることを目指しています。

平成２１年１月より開催し、今年で４年目となり

ました。参加者の方々からも、「話しをすることで

スッキリした」というご感想も頂いています。

近年、地域社会との関わりも希薄になっている現

代ではありますが、こうした取り組みを行っていく

ことで、より良い人間関係を築き、新しい可能性を

広げる場となることを願っています。

・水戸駅から日立方面に
向かって徒歩１０分。
・車でお越しの方は三の丸
庁舎（旧県庁舎）の駐車場を
ご利用ください。


